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消防署移転・建設整備事業　▶消防車両等整備
事業　▶防犯灯設置事業　▶防犯カメラ設置事 
業　▶鉄道耐震対策補助事業　▶村上給水場施 
設改良事業　▶配水管等改良事業　▶雨水管渠 
整備事業　▶木造住宅耐震診断等助成事業

　環境に優しいラ 
イフスタイルへの転
換、再生可能エネル
ギー・省エネルギー
の推進・奨励など、次
の世代に良好な環境や資源を引き継ぐことので
きる、地球環境にやさしい暮らしを推進します。
■主な事業　▶高度処理型合併処理浄化槽設置
事業　▶住宅用省エネルギー設備設置事業　
▶焼却炉施設基幹的設備改良事業　▶リサイク
ル推進事業　▶八千代台北子供の森用地取得事
業　▶勝田市民の森用地取得事業

　市民の自主的なコミュニティ活動を促進する 
とともに、まちづくりの担い手となる人材の発掘
と育成に努めるなど、市民と行政が互いにパー
トナーとして支え合うまちづくりを推進します。
■主な事業　▶コミュニティ推進事業　▶自主 
防犯組織支援事業

　後期基本計画には、リーディングプロジェク 
トの他、「部門別計画」「計画の推進のために」 

「ゾーニング計画」「地域別計画｣ があります。 
詳しくは市ホームページをご覧ください。

お問い合わせは
総合企画課 483-1151（代表）へ

　
３
月
議
会
で
同
意
を
得
ま
し
た
佐
藤
志
津
さ
ん
が
、
４
月
１
日
に
新
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
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（
教
育
総
務
課
）

　
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
27
年
８
月
に
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
市
で
は
、 

女
性
職
員
の
活
躍
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
男
女
を
問
わ
な
い
働
き
方
の
改
革
に
つ 

な
げ
て
い
く
た
め「
八
千
代
市
女
性
職
員
の
活
躍
推
進
プ
ラ
ン
（
第
１
期
計
画
）」 

を
策
定
し
ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
法
務
課
情
報
公 

開
班
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷
、
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
は
、ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
温
水
プ
ー
ル
が
２
時
間
ま
で
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
時
間
は
、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
。
水
泳
帽
子
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
こ
ど
も
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
４
８
７
）１
５
１
１
へ
。

　
ほ
た
る
の
里
で
は
、
月
に
１
回
、
ホ
タ
ル
や
水
辺
の
生
き
物
が
住
め
る
環
境

づ
く
り
の
整
備
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
や
稲
刈
り
、
生
き
物
観
察
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ホ
タ
ル
メ
イ
ト
で
な
い
人
も
ご
家
族
一
緒
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秋
ま
で
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
参
加
す
る
人
は
、 

帽
子
や
水
筒
、
軍
手
を
持
参
し
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
や
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
時　
５
月
７
日
、６
月
11
日
、７
月
９
日
、９
月
10
日
の
い
ず
れ
も
土
曜

日
午
前
９
時
〜
正
午　
▼
申
し
込
み　
当
日
直
接
、
ほ
た
る
の
里
に
集
合

■
ほ
た
る
の
里
を
環
境
学
習
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ほ
た
る
の
里
は
、
生
き
物
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
環
境
学
習
の
場
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
団
体
で
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
週
間
前
ま
で
に
環
境
政

策
室
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ホ
タ
ル
メ
イ
ト
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
す
る
ホ
タ
ル
メ
イ
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
、
１
世
帯
１
０
０
０
円
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ
も
、
環
境
政
策
室
内
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
実
行
委 

員
会
事
務
局
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
。　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
政
策
室
）

新
教
育
委
員
会
委
員
に
佐
藤
志
津
さ
ん

女
性
職
員
の
活
躍
推
進
プ
ラ
ン

（
第
１
期
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た

５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷
は
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
の
プ
ー
ル
が
中
学
生
以
下
無
料

ほ
た
る
の
里
の
整
備
活
動
に
ご
参
加
を

　市では、まち・ひと・しごと創生法に基づき、本市における人口動向の分析や人口
の将来展望を示す「八千代市人口ビジョン」と、人口減少対策として、平成27～31年
度まで重点的に取り組むべき政策目標・施策を取りまとめた「八千代市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を28年３月に策定しました。※詳しい内容は市ホームページを
ご覧ください。　　　　　　　　　【お問い合わせ】総合企画課 483-1151（代表）

「人口ビジョン」
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定

　わが国の人口は、平成 20 年から人口減少期に突入していますが、本市の人口は、現在も増加を続けて 
おり、27年３月末現在の約19万4,000人から、平成39年には約20万4,000人まで増加が見込まれています。
その後は減少に転じ、平成 72 年には約17 万2,000人まで減少し、65 歳以上の人口の割合を示す高齢化率 
は、現在の約 24 パーセントから約 37 パーセントになることが予測されています。
　しかし、子育て支援策やまちの魅力の創出に取り組み、出生率が上昇した場合や、市への転入超過が 
継続した場合、将来の人口減少や高齢化を抑制できる可能性が見出せました。

八千代市人口ビジョン

八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略

　子どもの育てやすい環境を整え、結婚・出産・
子育ての施策を進めることで、若い世代の希望を
かなえます。

　仕事と子育ての両立に向けた環境を整えるとと
もに、働く希望者と雇用の場をつなげることで、
安定した雇用の循環を誘導します。

　住み続けたいまちとするため、自然環境に配慮
した取り組みや、高齢者・障害者支援の取り組み
を行い、さらに地域を活性化させます。

　人口ビジョンを踏まえ、「絆
つな

がる・創る　“和”のまち　八千代」を総合戦略の基本理念に掲げ、４つの 
プロジェクトに取り組むことで、将来の人口減少抑制を目指します。

１．若い世代応援プロジェクト

４．環境整備プロジェクト３．しごと応援プロジェクト

■目指す展望
　平成 72 年において、将来人口推計値である 17 万 2,000 人を上回ることを目標とします。

（計画期間：平成31年度まで）

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
ま
た
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ

　イメージアップ事業を展開するとともに、存在
する資源等を活用し、さらに新たな魅力を創出す
ることで、新しいひとの流れをつくります。

２．魅力創出プロジェクト
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６．地球環境にやさしい
　　暮らしの推進

７．共生と自立による
　　まちづくりの推進


